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国立大学法人横浜国立大学                     法人番号：35 
 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅱ 研究に関する目標 

 ３ 優れた点、改善を要する点、特色あ

る点 

  （優れた点） 

 

【原文】 

 「学長裁量経費等を全学教員枠により配

置された教員等に重点的に配分し、大学が

重視するＣＯＥプログラムや各種センタ

ー、大学院新専攻等に教員を時限により配

置していることは、」 

 

【申立内容】 

 以下のとおり、修正願いたい。 

 

 「全学教員枠により大学が重視するＣＯ

Ｅプログラムや各種センター、大学院新専

攻等に教員を時限により配置するととも

に、その組織やプログラム等に対し、学長

裁量経費等を重点的に配分していること

は、」 

 

【理由】 

 全学教員枠により配置された教員個人に

学長裁量経費等を配分することはなく、大

学が重視するプロジェクト等に配分し、そ

の一部が全学教員枠を使用して採用された

教員の研究費として配分されるため。 

（根拠資料） 

 達成状況報告書 Ｐ．６１ 

 ２ 研究に関する目標 

 資料研１ 平成１９年度学長裁量経費に

ついて 

 資料研２ 平成１９年度教育研究高度化

経費について 

【対応】 

 意見のとおりとする。 
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中 期 目 標 の 達 成 状 況 に 関 す る 評 価 結 果

 

申立ての内容 申立てへの対応 

【評価項目】 

 Ⅱ 研究に関する目標 

 ３ 優れた点、改善を要する点、特色あ

る点 

  （優れた点） 

 

【原文】 

 「助教を任期制のテニュアトラックポス

トとし、外部資金で採用する方法を用い、」

 

【申立内容】 

 以下のとおり、修正願いたい。 

 

 「助教を任期制のテニュアトラックポス

トとし、運営費交付金のほか、外部資金を

活用し採用する方法を用い、」 

 

【理由】 

 助教の採用については、運営費交付金に

より採用される「助教」と外部資金により

採用される「特任教員（助教）」の制度が

存在するため。 

（根拠資料） 

 達成状況報告書 Ｐ．７３ 

 ２ 研究に関する目標 

 資料研２０ 平成１９年度助教採用状況

【対応】 

 意見のとおりとする。 

 

 


